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論 文題目 I
Lー カルニチンの継続摂取および単回摂取がヒトのエネルギー代謝に

(Title) 及ぼす影響
Chronic and acute effects of L-carnitine supplementation on human energy metabolism 

論文要旨
第1 章 序論 [L-カルニチンについて ・ 背景及び研究の目的 ・ 本研究の構成】

しカルニチン (LC) は長鎖脂肪酸をミトコンドリア内に搬入する為に必須の生体成分で
ある。LC は肝臓等で生合成されるほか食肉などからも補給されその900ん以上は筋中に存在
する。日本では 2002 年から食品分野での利用が認められているが一日摂取上限目安は
1,000 mg とされている。 2005 年、日本ではメタボリックシンドロ ー ム (MS) の診断基準
が示された。MS の主要対策は運動療法、食事療法からなる。LC の摂取は食事療法の一環
として位置づけられる。これまでに Wutzke らは 3g/日の LC を 10日間摂取することで脂肪
燃焼が促進されることを示した。Greenhaff らは 2.7g/日の LC を 160g/day の炭水化物 (CHO)

と共に 12週間摂取することで筋中 LC 濃度が 20%、エネルギー産生 (EE) が 6%増加する
ことを報告している。これらにより LC 補給によるMS の改善可能性が期待される。本研究
では 1,000 mg/day を超えない用量におけるLC 摂取効果を検証することを目的とし、2つの
ヒト試験（試験 1 (第 2 章）：継続摂取試験、試験 2 : (第 3 章）単回摂取試験）を構成し
た。
第2章（試験1)動 機付けを伴いながら摂取した LC が健常人被験者の体重管理に及ぼす
影響

【実験方法】
中性脂肪 (TG) がやや高めの健常人 24 名( 20 "'60歳）を被験者として 500 mg の LC を 4

週間摂取した場合の効果を二重盲検的に検討した。その際運動や食習慣の影響を捨象する
ため以下の群分けを行った。まず LC 摂取群(c群：carnitine) 、プラセボ摂取群 (NC 群：
non-carnitine) に分割し、各群をさらに 2群 (M 群：motivation、NM 群：non-motivation) 

に分けた。M群被験者には事前に LC の作用機序や生活習慣の改善に関する説明を行い体重








